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「会津型デザインの活用」をテーマに、次の 3つの考えから、
『リ・デザイン』をキーワードに事業を進めます。

「活用できる」のは、原本があってこそ。
本物に触れ、学ぶ機会を作ります。

会津型のデジタルデータは自由に利用でき
ます。使って楽しめる文化財を目指します。

観光や商業、教育、福祉など、さまざまな
分野との連携を目指します。

どんな未来があるといい？
「会津型が活用されている未来」とはどんなものでしょうか。
令和４年度までの事業で見えてきたことから、理想の未来を考えてみました。

未来に向けて、
今取り組むべきことは？

「会津型」をきっかけに、喜多
方市にあるさまざまな文化資
源がリ・デザインされ、魅力
となっている。「神社仏閣・
歴史×京都」「工芸×金沢」「海
× 鎌倉」など、イメージとま
ちが一緒に想起される状態。

「会津型」は、一軒の型紙商が残した染型紙
の資料としてこれほどの数のものは他になく、
様々な分野にとって貴重な資料。海外でも染
型紙への関心が高まっている昨今、調査研
究の裏打ちによって「ukiyo-e」のように日本
文化として価値・認知を向上させる。

現在、蔵の里の展示、型彫り体験などの講座、
商品パッケージなど、手軽に会津型に触れ
る機会は増えてきた。デジタルアーカイブの
整備とともに、「染型紙」としての会津型体
験やパブリックアートなど、時間をかける必
要のある事業を充実させる。

R7年度に他産地や他分野と
の連携の実現を目指し、R５
年度はつながり作り、R６年
度は他産地の視察、調査研
究の共有をしていきます。

３年計画 次期計画

R７
「つながる」
みんなの
会津型

プロジェクト

R５
「であう」
みんなの
会津型

プロジェクト

R６
「ひろがる」

会津型
調査・研究

これまで、「知る・楽しむ」というテー
マから、個人で楽しめる事業を中心
に展開してきました。本年度からは
「会津型デザインの活用」をテーマ
に３年計画とし、より幅広い活用を
目指し、他分野との連携を図ります。

５
年後

10
年後

30
年後

 「喜多方×歴史・文化」をイメージできる
＝身近に文化財を楽しむまち喜多方
●文化資源をいかしながらの新しい試みが増加する

 「喜多方といえば会津型」をイメージできる
●調査研究の充実、他産地（染型紙、伝統工芸など）との交流
　▶染型紙の日本文化としての価値・認知の向上
●会津型の幅広い活用…商品、飲食店、標識など

 「会津型」に触れる機会の充実
●デジタルアーカイブの活用（商用・学術）
●「染型紙」としての会津型講座（長期的、理解度の深い体験）
●人目につく壁面などで会津型のパブリックアート
●市内の全小中学校で会津型事業
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　R6　ひろがる
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